
中
部
五
県
の
自
動
車
整
備
振

興
会
、
商
工
組
合
で
構
成
す
る

中
部
地
方
自
動
車
整
備
連
絡
協

議
会
（
会
長
・
坪
内
恊
致
愛
知

県
自
動
車
整
備
振
興
会
会
長
）

は
七
月
十
六
日
、
第
五
十
九
回

定
期
総
会
を
開
き
、
令
和
二
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
る
と

と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
は
坪
内
会
長
、
竹
林

武
一
副
会
長
を
は
じ
め
理
事
、

幹
事
全
員
を
再
選
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
書
面
議

決
と
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
社
会
経
済

情
勢
を
踏
ま
え
「
自
動
車
の
整

備
技
術
の
高
度
化
に
向
け
た
対

応
や
、
我
が
国
が
抱
え
る
人
口

構
造
問
題
に
よ
り
一
層
の
厳
し

さ
が
増
し
て
い
る
少
子
高
齢
化

の
影
響
で
、
若
年
労
働
者
の
採

用
難
へ
の
対
応
も
同
時
に
求
め

ら
れ
、
整
備
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

に
あ
る
」
と
し
て
、
「
中
部
各

県
が
緊
密
に
連
携
し
て
事
業
を

推
進
す
る
」
こ
と
を
強
調
。

事
業
項
目
と
し
て
、
①
会
員

相
互
の
緊
密
な
連
携
の
保
持
と

諸
事
項
を
的
確
に
推
進
す
る
た

め
の
諸
会
議
の
開
催
②
自
動
車

整
備
士
技
能
検
定
試
験
、
登
録

口
述
・
実
技
試
験
へ
の
協
力
③

関
係
行
政
機
関
が
実
施
す
る
事

業
及
び
行
事
へ
の
協
力
④
自
動

車
整
備
関
係
業
務
に
関
す
る
検

討
及
び
要
請
⑤
自
動
車
使
用
者

に
対
し
自
動
車
の
点
検
整
備
の

必
要
性
と
保
守
管
理
責
任
の
意

識
高
揚
を
図
り
、
自
動
車
整
備

業
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る

た
め
の
広
報
活
動
実
施
⑥
各
県

振
興
会
・
商
工
組
合
職
員
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
別
教
育
「
中
堅

職
員
研
修
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
実
施
⑦

自
動
車
整
備
関
係
資
料
及
び
帳

票
類
の
作
成
―
な
ど
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

な
お
、
役
員
改
選
で
監
事

（
幹
事
兼
任
）
に
は
岐
阜
整
振

の
尾
崎
正
俊
専
務
理
事
、
岐
阜

商
組
の
所
泰
奈
男
専
務
理
事
か

ら
、
静
岡
整
振
の
山
下
富
治
専

務
理
事
、
三
重
整
振
の
中
原
拓

専
務
理
事
に
交
代
し
た
。

坪内会長

特
定
整
備
制
度
に
基
づ
く
新
し
い
電
子
制
御
装
置
整
備
認
証
の
取
得
に
必
要
な
整
備
主
任
者

資
格
取
得
講
習
の
進
捗
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
が
、

各
県
整
備
振
興
会
で
は
改
め
て
計
画
を
策
定
し
、
取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
中

部
で
新
認
証
を
取
得
し
た
の
は
五
県
合
計
で
二
百
三
十
件
と
、
ま
だ
全
体
の
二
％
に
も
満
た
な

い
。
資
格
取
得
講
習
を
受
講
し
た
整
備
主
任
者
も
一
割
以
下
だ
が
、
こ
れ
か
ら
毎
年
実
施
の
整

備
主
任
者
研
修
と
リ
ン
ク
し
た
り
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
関
係
の
講
習
開
催
も
積
極
化
さ
れ
て
く
る
た

め
、
秋
口
か
ら
認
証
取
得
ペ
ー
ス
が
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

中
部
地
区
の
整
備
工
場
（
認

証
）
数
は
約
一
万
三
千
工
場
、

整
備
主
任
者
の
数
は
約
三
万
二

千
五
百
人
。
各
県
整
備
振
興
会

と
も
全
工
場
が
新
し
い
認
証
の

取
得
を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
既
存
の
整
備
主
任

者
の
資
格
取
得
講
習
受
講
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。
六
月
末
現

在
で
、
新
認
証
取
得
は
二
百
三

十
件
で
、
ほ
と
ん
ど
は
対
象
変

更
に
よ
る
取
得
。
そ
の
う
ち
九

割
近
く
は
専
業
工
場
で
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
の
出
遅
れ
感
も
あ
る
。

ま
た
、
資
格
取
得
講
習
受
講
者

数
は
実
習
で
二

千
人
強
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

各
県
と
も
三

月
か
ら
計
画
し

た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
緊

急
事
態
宣
言
が

出
る
中
で
、
途

中
か
ら
講
習
中

止
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
四
〜
五

月
は
全
く
開
催

で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
宣
言
解
除
後
、

改
め
て
計
画
を
練
り
直
し
、
二

ヵ
月
余
り
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

た
め
、
き
め
細
か
く
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
ん
で
い
る
。

と
く
に
、
整
備
主
任
者
研
修

（
技
術
・
法
令
）
の
中
で
、
資

格
取
得
講
習
を
受
講
で
き
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
各
県
と
も
「
ほ
ぼ
、

対
象
の
全
整
備
主
任
者
が
受
講

で
き
る
計
画
を
設
定
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
各
県
の
状

況
を
見
る
と
―
―
。

コロナ禍で新認証取得も遅れが出ているが、各県ともこれ
から講習本格化（写真は愛知で支部主体の資格取得講習）

愛
知
は
支
部
主
体

の
講
習
を
本
格
化

愛
知
の
整
備
主
任
者
数
は
約

一
万
三
千
五
百
人
。
六
月
末
ま

で
に
新
認
証
を
取
得
し
た
の
は

四
十
三
件
。
車
体
整
備
、
電
装

品
整
備
事
業
者
の
部
分
認
証
が

一
件
ず
つ
あ
っ
た
が
、
他
は
全

て
対
象
変
更
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
が

七
件
、
専
業
が
三
十
六
件
で
、

認
証
・
指
定
事
業
者
も
半
々
と

な
っ
て
い
る
。

愛
知
は
支
部
主
体
の
資
格
取

得
講
習
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
形

を
含
め
て
三
月
か
ら
計
画
を
設

定
し
た
が
、
実
施
で
き
た
の
は

三
月
の
三
回
だ
け
で
、
五
月
末

ま
で
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

六
月
に
入
っ
て
講
習
再
開
、
三

月
開
催
（
実
習
・
学
科
・
試

問
）
分
を
含
め
六
月
末
ま
で
で

支
部
主
体
を
中
心
に
実
習
を
十

五
日
開
催
、
約
七
百
五
十
人
が

受
講
し
た
。

七
月
以
降
の
講
習
は
、
実
習

を
会
員
対
象
に
支
部
主
体
で
九

月
末
ま
で
に
十
七
支
部
で
二
十

七
日
・
四
十
六
回
、
そ
れ
以
外

に
来
年
三
月
ま
で
に
小
牧
教
育

セ
ン
タ
ー
、
愛
知
県
東
部
自
動

車
整
備
協
同
組
合
、
愛
知
工
科

大
学
、
新
明
工
業
セ
ン
タ
ー
上

郷
の
四
会
場
で
三
十
三
日
・
六

十
六
回
、
そ
し
て
学
科
・
試
問

を
一
日
三
回
ペ
ー
ス
で
、
三
月

ま
で
に
三
十
九
日
・
百
十
五
回

設
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
大

手
専
業
な
ど
の
認
定
機
関
を
対

象
と
し
た
学
科
・
試
問
を
八
〜

九
月
に
十
二
日
、
来
年
三
月
に

八
日
、
合
計
二
十
日
・
六
十
回

計
画
。
こ
れ
で
会
員
対
象
を
全

て
カ
バ
ー
す
る
ほ
か
、
新
た
に

認
証
資
格
を
取
得
す
る
人
の
た

め
に
月
一
回
ペ
ー
ス
で
実
習
・

学
科
・
試
問
の
講
習
を
七
月
か

ら
開
始
し
た
。

豪
雨
災
害
で
岐
阜

一
部
も
車
検
伸
長

８
月
４
日
ま
で

国
土
交
通
省
は
令
和
二
年
七

月
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
害
に
伴

い
、
中
部
管
内
で
は
岐
阜
県
の

一
部
地
域
（
高
山
・
中
津
川
・

恵
那
・
飛
騨
・
郡
上
・
下
呂
各

市
）
で
、
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
間
が
七
月
八
日
か
ら
八
月

三
日
ま
で
の
自
動
車
に
つ
い

て
、
八
月
四
日
ま
で
検
査
証
の

有
効
期
間
を
伸
長
し
て
い
る
。

ま
た
、
七
月
十
四
日
付
で
同

期
間
の
保
安
基
準
適
合
証
な
ど

の
有
効
期
間
も
八
月
四
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
検
査
証
の
記
載

変
更
の
手
続
き
は
不
要
。
ま

た
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
の
継
続
手
続
き
も
、
対
象
期

間
の
自
動
車
に
つ
い
て
は
八
月

四
日
ま
で
猶
予
さ
れ
る
。

道
路
運
送
車
両
法
第
六
一
条

の
規
定
に
よ
る
も
の
で
、
全
国

各
地
で
今
年
に
入
っ
て
七
月
豪

雨
の
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
数
次
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。

岐
阜
整
振
が
支
局
に

岐
阜
県
自
動
車
整
備
振
興
会

（
田
口
隆
男
会
長
）
は
七
月
十

七
日
、
岐
阜
運
輸
支
局
で
「
令

和
二
年
七
月
の
豪
雨
被
害
に
伴

う
飛
騨
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
で
の
登
録
業
務
に
つ
い
て
特

例
的
な
取
り
扱
い
に
関
す
る
検

討
の
お
願
い
」
と
し
て
、
岐
阜

整
振
の
尾
崎
正
俊
専
務
理
事
と

中
村
義
人
常
務
理
事
が
同
支
局

に
出
向
き
、
柴
田
宗
範
支
局
長

に
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

岐
阜
県
は
七
月
七
日
か
ら
八

日
に
か
け
て
発
生
し
た
豪
雨
被

害
に
よ
り
、
飛
騨
地
区
や
東
濃

地
区
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
と
く
に
飛
騨
地
区
に

お
い
て
は
、
国
道
４１
号
線
が
損

壊
し
下
呂
市
地
域
か
ら
高
山
へ

行
く
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
形
と
な

っ
て
い
る
。

今
回
の
被
害
の
発
生
で
「
自

動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
の
伸

長
措
置
」
や
「
高
山
市
の
避
難

指
示
に
伴
う
飛
騨
自
動
車
検
査

登
録
事
務
所
の
一
時
的
な
業
務

停
止
と
岐
阜
運
輸
支
局
で
の
業

務
代
行
」
な
ど
の
対
応
が
行
わ

れ
た
が
、
飛
騨
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
で
の
業
務
再
開
で
高

山
市
や
飛
騨
市
の
事
業
場
で
は

通
常
業
務
が
可
能
と
な
り
、
管

轄
の
下
呂
市
の
事
業
場
に
お
い

て
は
同
事
務
所
で
の
「
飛
騨
ナ

ン
バ
ー
」
の
登
録
関
係
業
務
を

行
う
た
め
に
、
山
間
部
を
経
由

す
る
郡
上
方
面
周
り
で
二
時
間

以
上
か
け
て
出
向
い
て
お
り
、

下
呂
地
区
の
会
員
事
業
場
か
ら

は
そ
う
し
た
負
担
が
軽
減
す
る

方
法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
要

望
が
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
飛

騨
ナ
ン
バ
ー
」
の
登
録
関
係
業

務
の
「
出
張
所

開
設
に
よ
る
取

扱
い
」
や
「
岐

阜
運
輸
支
局
で

の
代
行
措
置
」

な
ど
の
対
応
の

検
討
を
要
望
し

て
い
る
。

静
岡
は
７
〜
８
月

学
科
・
試
問
活
発

静
岡
の
整
備
主
任
者
数
は
約

八
千
三
百
人
。
六
月
末
ま
で
に

新
認
証
を
取
得
し
た
の
は
九
十

五
件
で
、
中
部
で
は
最
も
多

い
。
全
て
対
象
変
更
で
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
が
九
件
、
専
業
が
八
十

六
件
と
な
り
、
専
業
の
積
極
的

な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

や
は
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
資

格
取
得
講
習
が
制
約
さ
れ
、
六

月
末
ま
で
の
実
績
は
実
習
が
二

十
四
回
（
受
講
者
約
六
百
二
十

人
）
、
学
科
・
試
問
が
六
回

（
同
三
百
人
）
と
な
っ
た
。
こ

の
七
〜
八
月
で
は
学
科
・
試
問

を
十
四
回
、
実
習
を
整
備
主
任

者
研
修
の
中
で
約
二
十
回
、
来

年
二
月
ま
で
で
合
計
九
十
回
ほ

ど
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
初
年
度
に
整
備
主
任
者
の

受
講
を
約
六
千
人
ま
で
は
受
け

入
れ
可
能
と
見
込
ん
で
い
る
。

岐
阜
で
は
対
象
者

の
約
２０
％
が
受
講

岐
阜
の
整
備
主
任
者
数
は
約

四
千
七
百
人
。
六
月
末
ま
で
に

新
認
証
を
取
得
し
た
の
は
七
十

四
件
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
八
件
、

専
業
が
六
十
六
件
だ
が
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
は
一
社
の
複
数
拠
点
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
当
初
予
想
に

対
し
て
出
足
は
か
な
り
鈍
い
と

し
て
い
る
が
、
六
月
末
ま
で
の

実
績
は
実
習
が
十
一
回
（
受
講

者
約
四
百
人
）
、
学
科
・
試
問

も
十
四
回
（
同
九
百
三
十
人
、

合
格
者
約
九
百
人
）
と
進
み
、

対
象
整
備
主
任
者
の
約
二
〇
％

が
資
格
を
取
得
し
た
。

七
月
も
整
備
振
興
会
本
館
で

実
習
を
二
回
、
学
科
・
試
問
を

五
回
計
画
。
そ
し
て
、
九
月
以

降
は
整
備
主
任
者
研
修
と
セ
ッ

ト
で
資
格
取
得
講
習
を
実
施
し

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
受
講

人
数
に
制
約
が
あ
る
た
め
、
開

催
回
数
を
例
年
よ
り
増
や
し
、

振
興
会
本
館
・
飛
騨
会
館
・
東

濃
会
館
を
中
心
に
技
術
研
修
を

三
十
七
回
、
法
令
研
修
を
十
五

回
計
画
し
て
い
る
。

三
重
も
７
月
か
ら

講
習
計
画
強
め
る

三
重
は
整
備
主
任
者
が
約
四

千
人
。
六
月
末
ま
で
に
新
認
証

を
取
得
し
た
の
は
四
件
。
全
て

対
象
変
更
に
よ
る
も
の
で
、
デ

ィ
ー
ラ
ー
が
一
件
、
専
業
が
三

件
と
、
ペ
ー
ス
は
当
初
目
標
か

ら
か
な
り
遅
い
。

や
は
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
資

格
取
得
講
習
の
計
画
見
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
六
月
末
ま
で
の
講
習
実
績

は
実
習
が
七
回
（
受
講
者
約
百

六
十
人
）
、
学
科
・
試
問
が
三

回
（
同
約
四
十
人
）
。
資
格
は

確
保
し
て
も
、
認
証
申
請
は
猶

予
期
間
を
念
頭
に
様
子
見
と
い

う
事
業
者
も
あ
る
よ
う
だ
。

資
格
取
得
講
習
は
、
七
〜
八

月
に
そ
れ
ぞ
れ
実
習
・
学
科
・

試
問
の
フ
ル
セ
ッ
ト
二
回
、
学

科
・
試
問
三
回
の
五
回
ず
つ
開

催
、
九
月
以
降
も
ほ
ぼ
同
じ
ペ

ー
ス
で
開
催
を
計
画
。
ま
た
、

定
期
の
整
備
主
任
者
研
修
の
技

術
研
修
を
六
月
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
九
月
か
ら
法
令
研
修
を

開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中

で
も
整
備
主
任
者
の
新
し
い
資

格
取
得
を
促
し
て
い
く
。

福
井
も
整
備
主
任

研
修
と
リ
ン
ク
し

福
井
の
整
備
主
任
者
数
は
二

千
人
強
。
六
月
末
ま
で
に
新
認

証
を
取
得
し
た
の
は
十
四
件

で
、
全
て
専
業
工
場
の
対
象
変

更
に
よ
る
も
の
。
デ
ィ
ー
ラ
ー

は
新
年
度
の
人
事
異
動
も
あ
る

ほ
か
、
各
社
の
拠
点
が
ま
と
ま

っ
て
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
一
気
に
申
請
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

六
月
末
ま
で
の
講
習
実
績
は

自
動
車
会
館
を
会
場
に
、
実
習

が
六
回
（
受
講
者
百
二
十
五

人
）
、
学
科
・
試
問
が
十
一
回

（
同
二
百
十
五
人
）と
進
ん
だ
。

七
〜
九
月
に
は
四
日
間
、
午

前
・
午
後
に
分
け
て
八
回
の
実

習
・
学
科
・
試
問
講
習
を
行

う
。
こ
れ
以
外
に
、
地
理
的
な

事
情
で
嶺
南
地
区
で
も
実
習
、

学
科
・
試
問
を
三
日
間
行
う
。

こ
れ
ら
に
よ
り
約
七
百
人
が
受

講
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お

り
、
さ
ら
に
十
月
か
ら
来
年
一

月
に
か
け
て
整
備
主
任
者
研
修

と
リ
ン
ク
し
て
計
画
を
策
定
、

会
員
事
業
場
の
新
制
度
へ
の
早

期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

要望書を柴田支局長（右）
に手渡す尾崎専務理事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
経
済
が
大
打

撃
を
受
け
る
中
、

「
巣
ご
も
り
需

要
」
と
い
う
社
会

現
象
も
広
が
っ
た
。
総
務
省
の

家
計
調
査
に
よ
る
と
、
今
年
四

月
の
二
人
以
上
世
帯
の
支
出
額

は
前
年
同
月
と
比
べ
て
実
質
一

一
・
一
％
、
五
月
は
さ
ら
に
大

き
く
な
っ
て
同
一
六
・
二
％
も

減
少
し
た
が
、
そ
の
内
訳
を
み

る
と
、
外
出
自
粛
な
ど
の
影
響

に
よ
り
需
要
が
増
加
し
た
領
域

も
あ
る
▼
専
門
家
の
分
析
に
よ

れ
ば
、
支
出
額
が
増
え
た
項
目

か
ら
は
、
保
存
の
効
く
食
料
品

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど

の
「
買
い
だ
め
的
な
行
動
」
の

ほ
か
、
「
巣
ご
も
り
需
要
」
や

「
デ
ジ
タ
ル
需
要
」
「
非
接
触

志
向
」
の
高
ま
り
と
い
っ
た
消

費
行
動
の
変
化
が
見
え
る
と
い

う
▼
「
巣
ご
も
り
需
要
」
に
つ

い
て
は
、
食
の
面
で
は
食
事
代

や
飲
酒
代
が
減
少
す
る
一
方
、

出
前
系
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
外
食
か
ら
中
食
へ
、
外

で
飲
む
の
で
は
な
く
「
家
飲

み
」
へ
と
需
要
が
外
か
ら
中
へ

と
移
っ
て
い
る
様
子
が
分
か

る
。
若
者
を
中
心
に
「
オ
ン
ラ

イ
ン
飲
み
会
」
も
増
え
て
い

る
。
日
用
品
や
理
美
容
用
品
の

売
れ
筋
変
化
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
▼
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
る
前
の
数
字
だ
か
ら
何
と
も

言
え
な
い
が
、
こ
こ
の
明
暗
か

ら
�
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
�
の

「
新
し
い
日
常
」
「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
あ
り
様
が
見
え
て

く
る
よ
う
な
感
じ
も
あ
る
。

「
新
し
い
ク
ル
マ
社
会
」
も
十

分
あ
り
得
る
。
そ
こ
で
は
整
備

業
の
「
新
し
い
付
加
価
値
」
も

当
然
求
め
ら
れ
て
く
る
。

５県合計で
６月末現在

新
認
証
取
得
は
２３０
件

講習など積極化講習など積極化
リセット、特定整備対応

コ
ロ
ナ
禍
で
目
標
に
対
し
遅
れ

専
業
工
場
が
先
行
、対
象
変
更
で

中部各県振興会

整備主任者
資格取得
整備主任者
資格取得

事
業
計
画
な
ど
書
面
議
決

中整連
総 会

坪
内
会
長
ら
全
理
事
・
幹
事
再
選

「
飛
騨
ナ
ン
バ
ー
」扱
い
な
ど

豪
雨
被
害
、
登
録
業
務
で
要
望
書

２０２０年（令和２年）７月２５日（土曜日）
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